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なんとなく思ったのですが，先週の火曜日は夏休み明けの初日だったのですが，なんとこの日よりも，今日

（２９日）の日の方が学校へ登校するのに気合いが必要でした（なぜでしょう？今週の方が１日長いから

…）。理由は自分事なのにわかりませんが，H先生も同じようなことを言っていたので，この感覚はわたしだ

けではないようです（子どもたちはどうだったのかしら？）。 

少しずつ，風も秋めいてきて，夏の疲れも出る頃。そんな季節の変わり目が，こんな気持ちにさせたのかも

しれません。きっと，明日はるんるん気分で，軽やかに学校に足が向いちゃう…かも。みなさまも，焦らず少

しずつ体をならして，ご自愛くださいませ。 

 

朝，いつものように横断歩道に立っていると，少し雨が

降ってきました。 

１年生の A さんが 

「校長先生，雨がふってきちゃったから，かぜひかないよ

うに気をつけてね」 

横断歩道を渡りながら私に声をかけてくれました。 

なんて優しい心の持ち主なのでしょう。A さん，あなた

の背中に羽が見えます。 

朝から，私の心は A さんのおかげでぽかぽかになりま

した。 

今，学校では夏休みの作品がところせましと廊下に

飾られています。 

どれも力作ですが，その中で，私の目にとまった船が

ありました。船の名は「かぞくごう」 

船の座席には家族がみんな１つのテーブルにつき，

そして，テーブルの上には家族の好物でしょうか。カレ

ーやハンバーグが並べられています。 

 

船の座席に，家族を乗せる。そして，食事はカレーにハ

ンバーグ！！ 

このアットホームな感性にぐっときてしまいました。 

 

（おまけの話）この船について K先生と話をしていたとき，私は「あの家族号，誰の作品だった

かしら」と尋ねると「え？家族？海賊ではないですか？」との応え。「え～家族じゃないの」・・・・は

てさて真相はいかに。 

（真相は「かぞくごう」でした。海賊号があんなにアットホームだったら・・・まあ、それもまたいい

ですかねえ） 


